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1.はじめに 

 福岡の都市高速道路において、毎年 500〜600

件の交通事故が発生している。現在交通事故に関

して色々な研究がなされているが、交通事故現場

で記録されたデータを活用しての事故分析を対

象とした研究があまりなされていない。そこで本

研究では福岡都市高速道路を対象に、H22〜H26

の 5年分の事故データを分析しカテゴリー別で

分類することで新たに事故発生傾向をぶんせき

することを目的とする．このためカテゴリー別に

分類したデータを QGIS を利用し、事故発生地点

の空間的位置と事故の種類の関係を可視化する

ことを試みた。 

 

2.事故データ 

 事故データは福岡都市高速道路上で起きた交

通事故全てに対して記録されたものあり、活用し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

た項目は、事故発生日、事故発生曜日、事故発生

時刻、事故発生場所、天候、路面状況、事故原因

内容、車両地名、事故当事者性別、事故車両があ

り、福岡都市高速道路の線形管理図を元に直線と

カーブの種類に分類した「曲線」の項目を加え、

さらに事故発生傾向の数量的基準化をするため

の事故発生当時の「交通量」の項目を作成中する． 

 

3.QGIS によるデータの可視化 

 図-1は QGIS を用いて実際の福岡都市高速道

路地図上に全ての事故データを事故発生場所別

にレイヤデータとしてプロットし、その事故発生

点の性別＆曜日のカテゴリー別に色分けしたも

のである。色分けの仕方は自由であり，不要なデ

ータを削除して必要なデータのみを分類，色分け

することが可能である． 
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図-1性別＆曜日(QGIS) 

 

3(1)Visual Analytical System の作成方法 

 shp 形式の道路縁、鉄道路線、福岡都市高速道

路のデータを、QGIS に読み込ませ地図データを

作成する。事故データの事故発生位置情報を元に、

手作業で都市高速道路上にレイヤデータとして

点をプロットする。この際、事故データの連番と

いう項目内の同じ数字を名前として保存する。事

故データを CSV 形式で QGIS に読み込ませ、ツ

ールバーのプロパティーから結合を選択して、レ

イヤデータと事故データの連番を結合させる。こ

れによりレイヤデータには全ての事故データが

登録され、事故データ全てのカテゴリーにおいて

QGIS 上での分類が可能である。また、事故デー

タには事故発生時刻のデータが含まれているの

で、Time Manager というプラグインを利用して

事故発生時刻に合わせて事故発生点を映し出す

アニメーションが作成できる。 

 

3(2)QGIS の活用 

 事故データをカテゴリー別で分析した結果、事

故発生当事者の男女比が全体で男 5.1:女 1だっ

たのに対し，性別＆曜日のカテゴリー別で件数比

を出すと表-2のように曜日にみると男女の比率

に大きなばらつきがあることがわかった。その状

況を可視化したものが図-1となっている。 

 

表-2性別＆曜日の件数比 

 男 5.1 女 1 

月曜日 6.35 1 

火曜日 3.88 1 

水曜日 4.5 1 

木曜日 7.31 1 

金曜日 5.9 1 

土曜日 4.72 1 

日曜日 3.93 1 

 

4.考察 

 2.1に見られる結果から曜日によって男女ド

ライバーの事故の起こしやすさが異なる、という

仮説を立てることができる。この仮説の信憑性を

高める為に曜日別の男女ドライバーの都市高速

道路利用者数のデータから議論する必要がある

が、現在そのようなデータが見当たらないので交

通量との関係と絡めながら今後議論することと

する。 

 

5.おわりに 

 本研究では事故データを分析することで今ま

で見えていなかった事故の傾向を明らかにする

ことと、その傾向を誰が見ても一目でわかるよう

な Visual Analytical System を作成することテーマ

としている。今後は交通量データを加えて事故率

を算出し事故の傾向を客観的基準で議論できる

ようにすることで Visual Analytical System を有用

なものにすることができる。 
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